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東京大学秩父演習林突出峠における鳥類群集の長期観測
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はじめに

日本は，急峻な山地が国土の７割程度以上を占め，標高500 ～ 1,000mの区域が約21%の広さを

持つ（引用URL１）。降雨量が多く，高標高地は水流に侵食され山崩れを起こすので，標高1,000m

を超える区域はほとんど細い尾根となり，面積は６%台と狭い（引用URL２）。対象地域が狭く

交通が不便であるなどの理由から，高標高地に生息する生物の研究は少ない。東京大学秩父演習

林は，標高約600mから1,970mにわたる山岳森林を有し，18林班の標高約1,650mの地点の突出峠

付近は，尾根沿いの傾斜がなだらかで，ブナ（Fagus crenata），ミズナラ（Quercus crispula），

カラマツ（Larix kaempferi），ウラジロモミ（Abies homolepis），ツガ（Tsuga sieboldii）等の大

径木の優占する，冷温帯性落葉広葉樹山地帯林から亜高山帯性常緑針葉樹林に移る中間の針広混

交天然林となっている。知見の少ない高標高天然林の鳥類群集の組成と動態を追跡調査し，生態

系のしくみを理解することを目的として，1989年から，スズタケ（Sasa borealis）群生の中に切

り開かれている登山道沿いにかすみ網を設置して鳥類を捕獲，足環で標識，計測して放鳥する調

査を行った。1996年からの中断の間に，秩父山地では外来種鳥類のソウシチョウ（Leiothrix 

lutea）と草食性のニホンジカ（Cervus nippon）の生息密度が増加した。シカは，森林の下層植

生とひいては更新に大きな影響を与えている。調査地の森林の更新も徐々に進んでいる。そうし

た背景を踏まえて，2006年秋から，鳥類標識調査を再開した。

高標高地の天然林における鳥類群集の多様性，気候変動にともなう生物群集や生態系の変化，

外来種鳥類とニホンジカの増加による生態系への影響の理解，ならびに下層植生の優占種である

スズタケおよび高木層の更新が鳥類群集に与える影響予測などの参考資料になると期待されるの

で，2013年までの記録を集計して報告する。
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210 石田健ら

調査地と方法

標高約1,650m，北緯35度55分18秒，東経138度48分31秒（WGS84）付近の尾根沿いの登山道に，

かすみ網を設置した（図－１，秩父演習林21林班ろ小班）。調査地周辺の植生は，高木層はブナ，

ミズナラ，カエデ属（Acer spp.），カラマツ，ウラジロモミ，ツガ等が混交し，マユミ（Euonymus 

hamiltonianus）やトネリコ属（Fraxinus spp.）等の点在する亜高木層の樹木は少なく，低木層

は地上高約２mのスズタケが繁茂している（図－２, 図－３a）。

2000年代に，本調査地周辺を含む高標高の区域においてもニホンジカによる樹皮剥ぎや糞が頻

繁に観察されるようになった。2011年と2012年の調査前の冬には，下層のスズタケが受ける冬期

の被食圧が高くなり，早春にはほとんど緑葉がなく，枯れたような状態になった（図－３b）。調

査地点周辺の高木の中で比較的優占するカラマツ大径上層木の複数の枯死木がみられ，設置した

網の側にあるダケカンバ（Betula ermanii）の大径木（胸高周囲長約200cm，樹高約25m）の枯

死立木が発生し，下層が明るくなっている（図－３c, d）。

図－１．調査地の位置および地形
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図－２．突出峠の植生断面図

図－３⒜．調査地周辺の環境写真，2008年 図－３⒝． 2014年同付近スズタケの生育状況，
網５枚目付近

図－３⒞． 網４枚目のギャップのある樹冠景
観（ダケカンバ，カラマツの枯死
立木）

図－３⒟． ギャップの下層植生
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212 石田健ら

かすみ網の設置と捕獲

尾根中央部を通る幅２m足らずの登山道に，長さ12m，高さ約２mのかすみ網（網目の大きさ

30mmと36mmを混在，東京戸張社製）を10枚（前期の一部６枚）張り，１泊ないしは夜明けから，

少なくとも５時間捕獲調査を行った（表－２）。捕獲の有無の点検は，鳥の回収終了時から約30

分程度をあけて次の網の見回りを行った。

捕獲にあたっては，環境省（途中まで環境庁）の標識調査事業による捕獲許可，一部期間には

それと平行して学術捕獲許可を取得した。捕獲個体の右足に環境省（庁）の金属番号脚環を標識

し，一部の個体の体重，自然翼長， 蹠長，尾長（油脂腺後端から最大尾羽先端），嘴長（右鼻

孔先端から嘴先端），裸出嘴峰長，右鼻孔先端部の嘴高および嘴幅を測定し，写真撮影をしてか

ら放鳥した。

本報告では，１回の調査の中で２回以上捕獲された個体については，１回（１羽）の捕獲とし

て計数した。事情により足環標識をできなかった個体も，種名が同定できた場合に１回として計

数した。個体が捕獲時に死亡した少数の個体も，１回として記録した。異なる調査回に，同じ標

識個体が再捕獲された記録は，複数回（羽）の捕獲として集計した。

ムシクイ類の表記と計数

2012年までの間，エゾムシクイの幼鳥を，メボソムシクイまたは頭央線の薄いセンダイムシク

イの幼鳥等と誤って識別していた可能性があること，また，日本産鳥学会鳥類目録第７版（2012）

で従来はメボソムシクイ１種としていたものを３種に分けたものが，本調査では区別できていな

いこと等の理由から，この３種（以上）はメボソムシクイ属（Phyloscops, 複数種からなる種群）

として，１分類群にまとめて個体数，出現回（羽）数として集計した。

演習林No57-09P209-220.indd   212演習林No57-09P209-220.indd   212 15.3.11   7:33:05 PM15.3.11   7:33:05 PM



演習林（東大）, 57, 209-219 (2015)

 東京大学秩父演習林突出峠における鳥類群集の長期観測 213

表－１． 突出峠で捕獲および調査期間中に観察された鳥類のリスト。分類・和名・学名は，日本
産鳥類目録７版による。
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214 石田健ら

表－２．調査日一覧（表－１の番号で上段に表示）
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216 石田健ら

Cettia diphone
Tarsiger cyanurus
Emberiza variabilis
Poecile montanus
Troglodytes troglodytes
Periparus ater
Luscinia akahige
PHYLLOSCOPUS spp.
Dendrocopos kizuki
Aegithalos caudatus

Tarsiger cyanurus
Leiothrix lutea 
Cettia diphone
Aegithalos caudatus
PHYLLOSCOPUS spp.
Poecile montanus
Emberiza variabilis
Troglodytes troglodytes
Periparus ater
Luscinia cyane

表－４．優占種10種の出現率，個体数割合（優占度，
円グラフ中の種番号は表－１に準じる）

図－４．前期（1989年～ 1995年，上）
と後期（2006年～ 2013年，下）の，主
な種の出現個体数割合（円グラフ，図
中の種番号は表－１に準じる）

結　果

全期間を通じて，３目，17科，25属，29種（群）の鳥類を捕獲した（表－１）。前期（１～ 37回）

調査において，21種の鳥類が，604回（羽）捕獲された（表－３）。ただし，コゲラは録音した音

声をプレイバックして捕獲した。全体で捕獲羽数のもっとも優占したのはウグイスの225羽で全

体の37%以上を占めた。次いで，ルリビタキの155羽（26%），クロジの45羽，コガラ27羽，ミソ

サザイ26羽，ヒガラ21羽，コマドリ20羽などが続いた（表－４,図－４）。37回の調査で，ウグイ

スは毎回捕獲された。次いで捕獲頻度の高かったのは，ルリビタキの28回，クロジの22回，ミソ

サザイの17回，コガラの15回で，捕獲個体数と捕獲頻度の両方においてウグイスが，他種よりも

著しく優占していた（表－４,図－４）。前期を通じての１回の調査あたりの総捕獲個体数は平均

約16.32羽で，その標準偏差は約9.54羽だった。

後期（38 ～ 82回）調査においては，27種の鳥類が，1,250回（羽）捕獲された（表－３）。全

体でもっとも優占したのは，ルリビタキの462羽で37%を占めた。次いで，ソウシチョウの172羽

とウグイスの168羽（共に約14%），エナガの97羽（約8%），メボソムシクイ属の73羽（約6%），

コガラの62羽（約5%），クロジの44羽，ミソサザイの43羽，ヒガラの40羽，などが続いた（表－４,

図－４）。45回の調査で，ルリビタキは44回とほぼ毎回捕獲された。次いで捕獲頻度の高かった
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のは，ウグイスの39回，コガラの28回，ソウシチョウの27回，クロジの26回，ミソサザイの24回

だった。捕獲個体数と捕獲頻度の両方において，ルリビタキが他種に比べて著しく優占していた。

後期を通じての１回の調査あたりの総捕獲個体数は平均約27.78羽で，その標準偏差は約17.17羽

だった（表－４,図－4）。

観察では確認することのなかった，マミジロ（2羽）とノゴマ（1羽）がそれぞれ１回捕獲され

て，調査地を通過していることがわかった。

捕獲によらない本調査時の５～ 10月に観察した種を合わせて，52種（群）を突出峠で確認し

た（表－１）。これは，秩父演習林全域で確認されている88種（東京大学演習林鳥類研究会，

2009）のうちの約６割にあたった。

図－５．調査期間中の，突出峠の５月，８月（最高），10月の月平均気温（℃，秩父演習林測定デー
タによる）
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218 石田健ら

考　察

前期と後期を比較すると，もっとも優占した種がウグイスとルリビタキで入れ替わった。両種

は，両方の期間で優占度の高い種であった。外来種のソウシチョウは，前期には２回の調査で３

羽が捕獲され，この記録は関東地方でも比較的早い確認例であった（石田，1990）。後期には，

ソウシチョウがウグイスと同等の優占種になった。調査１回当りの捕獲個体数は，前期の平均

16.32羽に対して後期は27.78羽で，低木層における鳥類の活動が活発になっていた可能性がある。

ソウシチョウとエナガが，同時に多数（20 ～ 30羽）捕獲されることがときどきあったのも，全

体の捕獲個体数増加に寄与していた。

ソウシチョウが加わったこと，シカによってスズタケの稈密度や稈の高さが低下してコガラ，

エナガなどが網を張った低木層で活動しやすくなったこと，高木の枯死，倒木による樹冠部の生

物量の低下や下層部での増加などが，原因となった可能性のある環境変化として観察できた。

本報告時点で，突出峠周辺のスズタケ植生は稈密度と稈高は2006年当時よりも低下した状態に

なっており，また，かすみ網を設置している地点を含めて，登山道を横切るシカの踏み跡のけも

の道が多数できている。スズタケの開花は，単稈としては少数が観察され，2014年の夏に開花個

体数が増加した。この付近の群落全体としての一斉開花はまだ起こっていない。

1989年～ 2013年の25年間においては，秩父演習林による気象観測においても，鳥類群集の組

成においても明らかな気候変動は，把握されなかった（表－２,表－３,図－５）。しかし，前期に

は鳴いていなかったエゾハルゼミ（Terpnosia nigricosta）とエゾゼミ（Lyristes japonicus）が，

突出峠周辺でも2010年から鳴き始め，その標高上限は2013年までに標高1,800m付近まで毎年上

昇した。昆虫群集の変化は，捕食者の鳥類群集を変化させる可能性がある。

今後，継続し，あるいは10 ～ 20年の間隔を開けて同様の調査をすることによって，森林の更

新と，動物種等の移入，消失や温暖化の影響が，さらに明らかになると期待される。
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